
２０２４年８月鬼崎ヨットクラブ野島回航レース帆走指示書    

                                                       鬼崎ヨットクラブレース委員会 

１． 適用規則 

     セーリング競技規則(RRS)２０２１－２０２４、実施要項および本帆走指示書 

      日没から、日出までの間は RRS Part２に変えて国際海上衝突予防法及び国内規則が適用される。 

２．帆走指示書の変更  

帆走指示書の変更は、鬼崎ヨットクラブクラブハウス又はレース委員会ホームページに掲示される。 

３．日程 ２０２４年８月３日（土）２１：５５ 予告信号  ２２：００ スタート 

４．コース      スタート （鬼崎港沖） 

                     ↓ 

     空港沖（空港島の西側を航行すること）。 

             ↓ 

                  野間灯台沖 

                          ↓ 

                 野島回航（アンチクロック）Ｅ１３７°００．４５６′線を通過 

もしくは野島灯台を６.５度に見た 時間を記録すること。 

                          ↓ 

                  野間灯台沖、Ｎ３４°４５．４６９′線を通過 

もしくは野間灯台を９６.５度に見た 時間を記録すること。 

                          ↓ 

      空港沖（空港島の西側を航行すること） 

             ↓                  

フィニッシュ（トーガ瀬北灯浮標から５０Ｍ以内でトーガ瀬北灯浮標を２７０° 

に見る線上）時間を記録すること。原則として自己申告とする。 

 

※先頭艇は、野間灯台沖通過時 または ８月４日(日)１１:３０に 

レース委員会艇（ISE 090-7049-5016 平野）に携帯電話にて連絡をとること。 

本部艇の準備が間に合えば、フィニッシュラインを設営する。また、先頭艇の位置によりコース 

短縮(野島回航 or野間灯台沖)の検討をする。 

５．スタートライン  

 スターボードの端となる本部艇（Only-you2）のマストとリミット艇（CooCooSix）のマストとの見通し線とする。 

※ 本部艇とリミット艇は暫定である。両艇のうち参加しない者が本部艇を務める。 

両艇参加または不参加の場合は上記の配置となる。 

なお、スタート信号１５分後に消滅する。本部当番艇がレースに参加する場合３０分後にスタートする。 

６．本部艇の標識  

 本部艇およびリミット艇は、夜間は停泊灯を付けている。昼間は吹流しを掲揚している。 

７．マーク 

     リミットマークを設置する場合は黄色の大型俵型ブイを使用する。 

     その場合、マークには夜間の視認性を高めるため、フラッシュライトを取り付ける。  



８．スタート信号 

      予告信号(5分前)    赤色提灯１灯を掲げる          音響信号  １声  

準備信号(4分前)    赤色提灯２灯を掲げる（１灯追加）   音響信号  １声 

1分前             赤色提灯１灯を掲げる（１灯消灯）   音響信号  １声 

スタート            赤色提灯を消灯する            音響信号  １声 

これは、RRS２６を変更している。 

※ このレースは、最初のスタートからラウンド・アン・エンド規則を適用する。 

 ９．リコール   

リコール艇があった場合は、音響信号１声を発し赤色提灯１灯を点滅する。 

     リコール艇は、自らの判断でスタートラインのいずれかの端を回って、スタートをやり直さなければならない。  

     赤色提灯の点滅は、すべてのリコール艇がラインの内側に戻った時、またはスタート時間の５分後までとし、 

それ以降は消灯する。 

 

     ゼネラルリコールの場合は、音声信号２声を発し赤色提灯２灯を５分程度点滅する。  

     新しいスタートは、原則として１５分後とする。 

新しいスタートの１０分前に音響信号１声を発し、赤色提灯２灯を１０秒ほど点灯する。 

     これは、RRS29を変更している。 

１０．スタート後のコース短縮 

スタート後コース短縮をすることがある。 

➀．野島灯台を６.５度に見た見通し線。（野島灯台の経線 Ｅ１３７°００．４５６′） 

➁．野島回航後、野間灯台を９６.５度に見た見通し線（野間灯台の緯線 Ｎ３４°４５．４６９′） 

    のうち、レース委員会が指示したどちらかの地点をフィニッシュとする。 

    各チェックポイントはチャートとＧＰＳで確認すること。ＧＰＳを持たない場合は、ハンドベアリングコンパス 

    を用いて、正確に計測すること。 

各艇は、チェックポイント通過タイムを記録して貸出しのＧＰＳロガーと共に提出すること。 

コース短縮は、原則としてトップ艇がチェックポイントに達する前に無線（場合によっては携帯電話）を用いて 

通告されるが、トップ艇の位置が不明な場合は、全参加艇が帰港後にコース短縮が決定されることもある。 

１１．フィニッシュライン 

    フィニッシュラインは、トーガ瀬北灯浮標から５０メートル以内で、トーガ瀬北灯浮標を２７０°に見る 

見通し線とする。 

※本部艇の準備が間に合えば、本部艇のマストとトーガ瀬浮標の見通し線とする。 

１２．タイムリミット    ８月４日（日）１５時 

    棄権や失格以外に、上記タイムリミット以内にフィニッシュしなかった艇は、DNF とする。 

１３．エンジンの使用 

（１）落水者救助や遭難船舶救助、衝突回避、その他緊急事態に対処するために、エンジンを使用した場合

は、その状況（使用目的、時間、場所等）を記録してフィニッシュ後すみやかにレース委員へ報告すること。 

（２）投揚錨、排水、充電のためにエンジンを使用する事が出来る。 

（３）予告信号以降は機走してはならない。但し、スタート信号後１０分を経過してもスタートラインに到達すこ

とが出来なかった場合には、同ラインまで機走することが出来る。 

       その場合は、帆走に移ってから１回転（１回のタックとジャイブを含む同一方向への１回転）した後で、スター

トしなければならない。また、その状況について、フィニッシュ後にレース委員会へ速やかに報告しなけれ

ばならない。 



１４．ペナルティー   

（１）本レースでは規則４４．２(ペナルティーの解消)を次のように変更する。 

２回転を１回転に置き換える。 

    (２)RRS第２章「艇が出会った場合」以外の規則違反については、レース委員会の判断により、失格または 

      ５％のタイムペナルティを課すことが出来る。 

ただし、軽微な違反に関しては、レース委員会の判断によりペナルティーを課さないことがある。 

    （３）RRS２９．１および３０．１の規則違反については、５％のタイムペナルティを適用する。 

１５．抗議  

抗議のある艇は、自艇のフィニッシュ後３０分以内に、レース委員へその意思を通告すること。 

また、RRS６１．２に従った抗議書を最終艇フィニッシュ後の１時間以内にレース委員会へ提出すること。    

    これは、RRS６１．３を変更している。 

１６．安全規定   

（１）出艇申告しスタートしない艇は、本部艇へ直ちに連絡しなければならない。途中、棄権した艇または 

     タイムリミットに掛かった艇も、本部艇へすみやかに報告しなければならない。 

（２）事故のあった艇は、すみやかに報告しなければならない。 

（３）海況に応じてライフジャケット・セーフティハーネスを着用すること。 

     ただし、日の出前は、必ずどちらかを着用していなければならない。 

１７．賞 

    OYC納会時において、１位から３位までが表彰され、持ちまわりカップが贈られる。 

      (OYC年間ポイントレーススコアには含めない。) 

１８．責任の否認  

競技者は、完全に自己のリスクで本レースに参加している。主催団体は、レース前、レース中またはレース後

と関連して受けた物的損傷または個人の発病・怪我・死亡に対する一切の責任を否認する。 

１９．保険     

参加艇は、有効なヨット賠償責任保険に加入していなければならない。 

２０．その他 

参加艇は、アマチュア無線（４３２．９０ＭＨｚ）を常時ワッチし、必要時に応答できること。 

参加艇は、出艇申告書に記載された携帯電話を、常時使用可能な状態で搭載すること。 
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